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市の人口動態

総人口4.4.959人

男(21.815人

女 f23.144人

世帯数 9.819世帯
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基
本
選
挙
人
名
簿
は
毎
年
九
一
調
査
内
容
は
主
に
氏
名
、
生
年
一
の
名
簿
を
使
う
こ
と
に
な
り
ま
追
加
予
算
総
額
は
一
六
九
O
一
そ
の
主
な
も
の
は
一
⑨
愛
媛
豚
労
的
金
庫
を
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す

γ
カ
は
司
盛
夏
期
の
天
候
は
お
お
一
月
末
に
一
時
低
く
な
り
ま
す
が

月
十
五
日
現
在
で
調
製
し
ま
す
一
月
日
、
本
籍
、
現
住
所
お
よ
び
一
す
か
ら
、
選
挙
権
を
行
使
す
る
一
万
円
余
で
、
そ
の
内
百
五
①
傷
害
者
、
未
成
年
者
、
老
一
て
山
葬
者
の
生
活
安
定
を
弘
一
む
ね
順
調
に
経
過
し
ま
し
ょ
う
一
高
い
日
も
そ
月
平
均
気
温
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こ
の
基
本
選
挙
人
名
簿
は
、
一
入
市
年
月
日
程
度
で
記
入
し
た
一
た
め
に
必
ず
名
簿
に
登
録
を
し
一
政
事
務
委
託
費
、
六
八
万
円
、
一
年
者
、
寡
婦
の
前
年
度
所
得
額
一
た
め
大
測
市
が
五
十
万
円
を
積
一
本
邦
に
接
近
し
あ
る
い
は
上
一
は
並
で
し
ょ
う
。
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つ
、
い
か
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選
挙
を
行
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一
事
項
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い
か
、
ま
た
て
L
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出
比
は
円
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i
l
一
肱
川
橋
落
成
式
負
担
金
五
三
万
一
が
一
三
万
円
未
満
の
者
は
非
課
立
て
働
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
陸
す
る
台
風
の
数
は
一
よ
百
一
三
、
降
水
量

こ
と
に
な
っ
て
も
差
支
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の
な
十
洩
れ
て
い
な
い
か
確
認
す
る
た
十
六
月
定
例
哲
一
円
、
富
士
山
公
園
施
設
工
事
同
一
税
で
あ
り
ま
し
た
が
そ
れ
が
二
⑨
専
決
処
分
し
た
も
の
が
次
一
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
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瀬
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一
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時
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一
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簿
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こ
れ
で
予
算
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一
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を
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吋
常
生
れ
た
満
二
十
才
以
上
一
れ
刊
誌
位
制
諸
国
一
川
町
一
一
一
日
麟
職
繍
一
十
明
日
目
立
同
日
明
名
一
日
片
山

U
1百
園
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あ
一
道
印
加
日
間
三
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六
年
度
上
竹
山
由

U
駐
比
即
日
川
川
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2
、
今
年
の
六
月
十
五
日
以
下
い

o

一
一
一
ぷ
ふ
が
い
叫
が
盤
改
札
町
一

O

上
記
官
行
造
林
の
管
理
組
一
⑨
大
洲
市
職
員
退
職
手
当
条
一
質
屋
特
別
会
計
追
加
予
算
一
一
月
日
一
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前
か
ら
引
き
続
き
大
洲
市
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に
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こ
の
調
査
を
も
と
に
し
一
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龍
一
合
の
組
織
を
新
市
町
村
の
管
理
一
例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
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⑨
昭
和
三
十
六
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大
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、
五
一
八
時
一
二
五
ツ
連
邦
旅
音
大
教
授

住
所
を
も
っ
て
い
る
者
、
一
て
作
成
さ
れ
た
選
挙
人
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簿

1
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¥
ぷ
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組
織
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ま
し
た
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⑨
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国
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証
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特
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追
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予
算
一
一
八
、
五
一
十
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一
今
日
間
の
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象
「
画
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節
太
郎

3
、
禁
治
産
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日
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十
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l
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大
洲
市
税
条
例
の
一
部
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一
数
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が
一
通
に
つ
い
て
四
十
圏
一
⑬
大
洲
市
立
大
成
保
育
所
一
一
一
十
二
時
一
日
本
映
画
一
佐
伯
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項
に
該
当
し
な
い
者
、
一
間
市
役
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で
縦
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で
き
ま
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地
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内
に
住
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い
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一
整
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を
の
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し
た
が
、
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麟
鱗
醐
輔
醐
繍
麟
擁
護
職
輔

訪
問
す
る
か
、
町
明
会
、
部
落
く
に
明
年
は
参
議
院
議
員
、
大
磯
鱒
麟
機
瀦
故
山
一

蚕
を
利
用
し
て
調
査
に
ら
た

1
洲
市
長
、
お
よ
び
大
洲
市
議
会
一

O
昭
出
日
年
目
一
ー
般
舎
一

ま
す
。
一
議
員
の
選
挙
が
予
定
さ
れ
、
と
一
計
追
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た
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右

を

問

先

て

悪
い
人
は
泳
が
な
い
こ
と
一
の
下
手
な
者
は
「
乳
」
よ
り
深
一

O

さ
き
に
家
に
帰
る
時
は
友
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